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　文化芸術の拠点である

特 　集

村野藤吾設計建造物の評価・維持は
　ドーム型の屋根と半円形の壁、絞り吊るされ
たレースカーテン。日本を代表する建築家、村
野藤吾（1891～1984）の設計で高い建築的
価値を有し、登録有形文化財の対象となり得る
建物である。一方、その特徴的な形状から、修
繕等の維持には相応のコストが必要となる。村
は建物の存続・活用を基本に今後のあり方を検
討するとしている。

令和７年度の修繕工事は見送り
　公共施設に関する計画では令和５年度が修繕時期とされてい
た。この計画からは遅れたものの、６年度には修繕の実施設計
がなされ、７年度に外壁や屋根等の修繕が予定されていた。し
かし、修繕費約7,500万円が当初の想定額（3,450万円）を大幅
に超えることから、予算化されずに急きょ修繕は見送られた。

屋根交差部分では塗装が剥げている 雨どい芯材鉄の腐食が進んでいる

開館から45年が経過し、修繕を

今後、美術館をどうするのか、現状と今後
を特集する。

含めた課題が浮き彫りとなっている。

八ヶ岳美術館（歴史民俗資料館）。
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村はあり方検討委員会を立ち上げる
　村は、今後の美術館のあり方
を住民の意見を交えて総合的に
判断するために、あり方検討委
員会を設ける。委員会は１年間
の任期中に現状の把握、専門家
のヒアリング等を行うととも
に、住民アンケートの結果等か
ら今後の方向性を村に提示、そ
の結果を受けて村は今後のあり
方を判断するとしている。

【あり方検討委員会の概要】
［目的］�美術館のあり方に関する課題を総合的に検討し、今後の

方向性を提示する
［構成］・住民代表（５～６名）※公募
　　　・教育関係者
　　　・歴史民俗資料館運営協議会委員
　　　・行政担当者
　　　・建築の有識者
　　　・その他村長が認める者　計15名以内
［任期］１年（R７.11月～を予定）

■指定管理者制度
　美術館は、指定管理者制度により(一財)
原村振興公社が運営。村100％出資の法人
で、村長が理事長を務め、理事の多くは村
職員で構成される。八ヶ岳自然文化園、村
営別荘地と併せて管理している。美術館の
指定管理料は1,204万円/年、この他に企
画展補助金250万円/年を村が支出。契約
期間は５年間で、現在の契約は令和７年度
末で終了。村は次の指定管理も振興公社に
委託する方針。

■振興公社の公益目的財産額
　原村振興公社が一般財団法人に移行する
際に、税制上の優遇を受けて形成した財産
相当額を公益目的財産額といい、公益事業
への支出で使い切る必要がある。振興公社
の公益事業は美術館のみであるため、その
赤字補填に充てることで年間200～300万
円ずつ清算している。この残額が約1,200
万円程度あり、清算にはあと４～５年はか
かる見込みであることも、指定管理者が振
興公社に限定される要因のひとつとなって
いる。

　公共施設の今後のあり方を行政の独断で決めるのではなく、住民意見を反映させ
る姿勢は評価できる。しかし建物の存続・活用を基本とするのであれば、修繕が延
期された意味はあるのだろうか。もっと早期から寄附金を募る等の修繕資金獲得に
尽力できなかったのか。
　これから始まる検討委員会の情報公開や、１年後にどのような方向性が提示され、
行政はどう答えを出すのか、注視していく必要がある。
　今後も多くの公共施設が修繕や更新を迎える。住民を交えた検討と財源確保を早
期かつ計画的に進めて欲しい。
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■近年の計画事業
事業内容 委託額

Ｒ 

５

第６次原村総合計画策定業務 515万円

原村地球温暖化対策実行計画
策定支援業務 990万円

第９期高齢者福祉計画委託料 85万円

第３次健康増進計画策定事業 319万円

Ｒ 

６

第６次原村総合計画策定業務 640万円

原村地球温暖化対策実行計画
策定支援業務 837万円

第１期原村子ども・子育て計画 383万円

Ｒ 

７
第５期原村地域福祉計画策定
支援業務 533万円

令 和
６年度
決 算

「計画事業」を考える

　
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
17
日
ま

で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
令
和
６
年
度
決

算
を
中
心
に
審
議
を
行
っ
た
。
村
長
提
出
24
件
、
委

員
会
・
議
員
提
出
２
件
の
す
べ
て
の
議
案
を
承
認
、

認
定
、
及
び
可
決
し
、
陳
情
１
件
を
採
択
し
た
。

　
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
56
億
６
２
０
９
万

円
、
歳
出
総
額
46
億
３
９
４
４
万
円
で
実
質
単
年
度

収
支
は
１
億
７
０
８
８
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
令

和
２
年
度
末
時
点
で
10
億
円
を
切
っ
て
い
た
村
の
貯

金
に
あ
た
る
財
政
調
整
基
金
は
6
年
度
末
時
点
で
13

億
円
を
上
回
り
、
負
債
に
あ
た
る
村
債
借
入
残
高
も

こ
こ
数
年
順
調
に
減
ら
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
財
政
状

　行政では事業を合理的に進めるため、また国、
県の補助金を得るため計画作成が求められます。
近年、計画作成を外部コンサル等に委託すること
が多くなっています。作成段階から国、県の補助
金もあり、全額村費というわけではありませんが、
経費と成果のバランスを議会は注目して審査して
います。

況
は
健
全
と
言
え
る
。

　
歳
入
で
注
目
す
べ
き
は
、
昨
年
に
比
べ
て
４
６
０

０
万
円
増
加
し
た
ふ
る
さ
と
寄
付
金
。
増
加
分
の
多

く
は
新
た
に
設
け
た
制
度
の
「
子
育
て
教
育
施
設
応

援
分
」
で
あ
り
、
寄
付
者
の
意
向
で
支
出
目
的
は
限

定
さ
れ
る
が
、
独
自
事
業
の
財
源
と
し
て
今
後
の
伸

び
を
期
待
し
た
い
。

　
歳
出
は
昨
年
に
比
べ
大
型
事
業
が
な
か
っ
た
た
め

全
体
的
に
は
減
少
し
た
が
、
人
件
費
、
物
件
費
や
維

持
補
修
費
な
ど
は
物
価
高
の
影
響
で
増
加
し
て
い
る
。

　
P
６
～
７
で
は
各
議
員
に
よ
る
決
算
評
価
を
紹
介

す
る
。
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■第６次総合計画策定� 640万円
　令和７年度から令和11年度の５年間を計画期
間とする「第６次原村総合計画」を策定した。
村にとって大切な将来像を、住民からの聞き取
りとアンケート調査、ワークショップなどで広
く住民の意見を聴き計画に反映した。総合計画
は、行政運営の指針であり、これに基づき村の
事務事業が行われる。今後、行政の仕事が本当
に住民のためになっているか、計画と進捗状況
をチェックしていく。

総合計画とは
　将来に向けたあるべき姿「豊かな自然と文化のも
とに多彩な個性が集う　魅力ある村」を掲げ、その
実現に向けた総合的な指針・戦略としてまとめたも
の。本村すべての計画の最上位計画として位置づけ、
基本構想・基本計画・実施計画で構成されている。
計画期間は、令和7年度～11年度の5年間。

第６次総合計画の基本目標
・�自然と共生し、人を大切にする住みよい
村づくり

・�互いを認め合い、育ちあい、人のつなが
りを活かした村づくり

・�誰もがいきいきと、自分らしく暮らせる
村づくり

・�特色を活かした産業で、夢と活力のある
村づくり

・�住民一人ひとりが主役となって、自立す
る村づくり

■意見や考えを行政計画に盛り込むためには
　皆さんの意見や考えを計画に反映するために、
村はアンケートやパブリックコメント募集、公
共施設に設置されている意見箱などでの意見収
集を行っています。また、ワークショップへの
参加や村が設置する委員会の委員公募へ応募し、
委員として参加するなどの方法もあります。他
にも、移動村長室での意見交換、議会の意見交
換会への参加などで、皆さんの多様なご意見を
お聴きし、政策に反映する機会があります。こ
れらは、ホームページや広報Hara、有線放送な
どでお知らせします。多くの皆さんのご参加を
お願いします。「自分事」として、みんなで一
緒に考えてみませんか。

「計画事業」を考える

ワークショップ
　計画によっては、策定段階で広く住民の声を
聞くためのワークショップが開催されることが
あります。ぜひ積極的にご参加ください。

パブリックコメント
　行政機関が、計画や条例案などの作成をする
にあたり、広く意見や情報を募集するもので
す。メール、Logoフォーム、紙などで出すこ
とが出来ます。
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血税が無駄に使われている 先を見据えた財政運営を

令和６年度決算

評価 ◎とても評価する

○ある程度評価する

△あまり評価しない

×まったく評価しない

議
員
が

今後の協力隊の活躍に期待 生活の利便性の向上へ

中村 浩平 議員

百瀨 嘉德 議員半田 裕 議員

佐宗 利江 議員

総支出額46億円、皆さんの為に使われた実感は 昨年比較で、歳入の増加及び歳出の減少で総括

人数も増えてきている地域おこし協力隊の成果
が不十分。これは隊員の問題で
はなく、村がきちんと一緒に目
標を定め、その達成のための伴

奏支援ができていないせ
いと考える。交付税措
置がされてはいるが、
多額の予算を使って
いるためしっかりと
成果につながる活動
に期待。

各地区内の道路も舗装して30～40年経過し、舗
装の経年劣化と上下水道の工
事等によってデコボコして通
行に支障があったが、長年の

修工事が昨年の倍以上
の１億３千８百万円余
になり改善への方向が
見えてきた。

要望により本年は道路維持補

的に見て合格点の決算だと思
う。ただし、原村観光局の設
立や樅の木荘他３施設の
指定管理の期間延長など
は先が読めず、注視が必
要だと考える。

ありますか？道路はガタガ
タで、白線は消えたり土に
埋もれ、住民益のない補助
金は見直されず。一体ど
こを向いて仕事をしてい
るのかと感じます。改
善されない場合は今後、
決算を承認しない！
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道路維持費に倍増の規模 困難を支援する行政へ

ふるさと寄付金が大幅増 安心な足公共交通に期待！

継続は評価、未来像を求ム 収支均衡のとれた運営である

小松 志穂 議員

宮坂 早苗 議員

村田 俊広 議員

松下 浩史 議員

森山 岩光 議員

芳澤 清人 議員

ふるさと寄付金は当初予算2,000万円に対して

要望の強い道路維持費は前年より倍増の規模。

保育園育休退園の撤廃は大きく評価◎。放課後

住民が安心して移動できる環境整備に期待する。

行政には、困難を抱える住民に温かく、人権を

令和元年度から継続し財政調整基金からの繰入

「のらざあ」の本格運行によ
り、移動手段を持たない子ど
もたちや免許返納を考える住
民の移動手段が確保され
た事は評価する。
一方、通勤通学、土日の
移動手段については、
未だ住民の声が反映さ
れていない。

重視する姿勢を求めている。
令和６年度予算は、加齢性難聴

決算は住民の生活を支
える制度の安定的運用
が必要と考え反対しな
かった。

者への補聴器補助について何
ら進展がない点で反対した。

農業では待望のセルリー疫病
対策を実施、今後は鳥獣害対
策を願う。観光では八ヶ岳自
然文化園のWi-Fi設置の通

信環境整備、福祉では
重層的支援体制による
人と地域のつなが
りの支援など総合
的な施策の評価は
大である。

している。地域おこし協力
隊による返礼品の開拓も10

を出している。仲
介業者の見直しも
実施されており、
今後の更なる成果
に期待したい。

事業者（57品目）と結果

約9,800万円となり、昨年と
比べても4,600万円以上増加

がなく、実質単年度収支額も
６年連続で黒字となった。ま
た財政健全化法による判断比
率の算定では、実質赤字比
率・連結実質赤字比率・実

比率の４項目すべて
適正で、財務内容は
健全な状況だ。

質公債費比率・将来負担

の居場所等は課題のまま。
環境保全の取組みも進まず。
村づくりのビジョンの明確
化を。中長期の課題は
多い、未来に向けた自
主財源の確保と財政
シミュレーションを
基にした選択と集中
に期待。
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から議審
　
令
和
7
年
度
補
正
予
算
（
第
3
号
）
の
審
議
で
は
、
社
会
文
教
常
任
委
員
会
に
よ
る
北
海
道
視
察

に
係
る
不
足
分
41
万
円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
賛
否
が
大
き
く
分
か
れ
た
。
予
算
決
算
特
別
委
員

会
に
お
い
て
は
視
察
費
削
減
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
賛
否
同
数
で
委
員
長
の
裁
決
で
否
決
さ
れ
た
。

本
会
議
で
は
賛
成
多
数
で
原
案
が
可
決
さ
れ
た
。

　全庁的なデジタル施策を総括し、職員の業務効率の増進、住民サービスの向上を推進することを目的に
「DX推進室」を設置する。課と同列の部署とし、これまで総務課所属であったデジタル責任者の吉田氏
が室長を務める。

賛　
成

・�（小松）現行ルールに沿った現状の最善策であり、議員任
期を踏まえると今学ぶことが最大の効果を生む。政策提
言等で村と住民に必ず還元する。
・�（宮坂）委員会、議員の派遣など、必要な補正は今までも
旅費規定に基づき行われてきた。財源確保、教育などす
べてにおいて参考となる。

反　
対

・�（松下）視察のあり方については議会改革特別委員会の
検討事項となっている。結論が出ていない中での増額補
正は認めることはできない。
・�（芳澤）視察研修について公共交通の使用、日数など委
員会、運営委員会で未検討のまま補正予算が盛られた、
全員の了承なしでの予算は容認できない。

賛　
成

・�（小松）専門的な決断が迅速に可能となる。
全庁的なDX推進による職員負担軽減と、
書かない窓口等の住民サービス向上にも
期待したい。

反　
対

・�（中村）DX推進室を設置し課長職を置く
と。まず英語表記で我々住民に何をして
くれるのか分からない。課の名前、室の
名前は行政の仕事名とすべき。
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北
海
道
に
視
察

議
会
費
を
増
額
補
正

DX推進室を新設

　　視察先の北海道東川町は人口、主要産業が本村と似て
いるが、予算規模が３倍。「攻める自治体」として全国的
にも注目されている。視察の成果が村政へ反映されること
に期待したい。
　一方で、公共交通を使用せずに２泊３日で視察というの
がこれまでの慣例だ。慣例の見直しについては既に議題に
あがっているが議論は進んでいない。視察に税金を使う以
上、そのルールの明確化は必要。早期に取り組んでいく。

点視

　　専門的な決断が迅速に可能となることがメ
リット。また、全庁的な対応がしやすくなること
で、DX推進スピードが上がり、庁内業務の高度
化、効率化と職員負担軽減の早期実現につながる
ことに期待したい。現在、多くの自治体で「書か
ない窓口、待たない窓口、行かない窓口」の推進
が進んでいる。こうした住民サービスの向上につ
ながることにも期待する。一方で、必要性や持続
性を疑問視する意見もある。今後、注視していく
必要がある。

点視



９月定例会

〇 賛成、× 反対、△一部採択に賛成、
▽ 退席、― 欠席、議長は可否同数時のみ裁決する。

審
議
結
果

百
瀨
嘉
德

佐
宗
利
江

半
田　
裕

中
村
浩
平

村
田
俊
広

宮
坂
早
苗

森
山
岩
光

芳
澤
清
人

松
下
浩
史

小
松
志
穂

《村長提出》

議案第40号 　内部組織の改編に伴う関係条例の整理に関する条例 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定第１号 　令和６年度原村一般会計決算の認定 認定 ○ ○ ○ ○ ◯ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号 　令和７年度原村一般会計補正予算（第３号） 可決 × × ○ ○ ◯ ○ ▽ × × ○

《議員提出》

発議第１号
日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める
意見書の提出

《提出者　原村議会議員　村田俊広　他８名》
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

《陳　情》

陳情第５号
高額療養費の自己負担上限額の引き上げの撤回を求める
陳情書
《提出者　諏訪地方社会保障推進協議会 会長　毛利正道》

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛否が分かれた議案等（一部掲載）� ９月定例会　審議結果

会計別 歳入総額 歳出総額 村の負担金
諏訪広域連合（６市町村）� 286,453

一般会計 591,436 557,763 16,281

特
別
会
計

救護施設八ヶ岳寮 396,598 341,874 0
介護保険 20,877,641 20,580,500 121,438
諏訪広域連合消防 2,528,050 2,490,854 148,734
諏訪地域ふるさと振興基金事業 23,378 10,547 0

諏訪南行政事務組合（原村・茅野市・富士見町・諏訪市） 106,211

一般会計 98,137 78,471 6,452
特別会計 ごみ処理特別会計 956,669 868,521 99,759

南諏衛生施設組合（原村・富士見町） 51,423

一般会計 207,042 154,948 51,423

諏訪中央病院組合（原村・茅野市・諏訪市） 85,408

病院事業 10,923,521 11,423,285 74,180
老人保健施設（やすらぎの丘） 358,587 417,810 231
看護専門学校 143,119 134,163 10,997
介護老人福祉施設（ふれあいの里） 436,505 474,423 －

諏訪広域公立大学事務組合（６市町村） 123

一般会計 2,949,461 2,945,867 123

広域連合・一部事務組合の決算と村が支出した負担金� 単位：千円

事務組合とは
　市町村単独では実施が難しいものや、共同で実施したほうが効率的な事務・事業や
施設運営を行う組織です。村では運営に必要な費用を負担しています。
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一 般 質 問

芳よ
し
澤ざ
わ 

清き
よ
人と

議
員

１
．地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

２
．鳥
獣
害
対
策

森も
り

山や
ま 

岩い
わ

光み
つ

議
員

１
．教
育
施
設
の
防
犯
体
制

２
．袋
小
路（
村
道
）の
現
状
と
改
善
整
備

３
．消
防
団
施
設
の
維
持
管
理
状
況
は

４
．コ
メ
増
産
に
向
け
た
水
田
確
保
と
畑
地
化
の
整
合
性

中な
か

村む
ら 

浩こ
う

平へ
い

議
員

１
．医
療
費
特
別
給
付
金
制
度
、
差
別
が
あ
る

２
．予
算
の
作
り
方
、
配
分
、
問
題
あ
り

３
．国
は
中
学
校
の
部
活
動
を
無
く
そ
う
と
し
て
い
る
。
教

育
委
員
会
の
姿
勢
は

百も
も

瀨せ 

嘉か

德と
く

議
員

１
．県
道
払
沢
茅
野
線
と
村
道
の
付
け
替
え

２
．村
の
道
路
計
画

３
．原
山
地
区
の
山
林
へ
の
住
宅
建
設

宮み
や
坂さ
か 

早さ

苗な
え

議
員

１
．ふ
る
さ
と
住
民
登
録
者
制
度
と
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
を

連
携
さ
せ
、
寄
付
者
と
の
関
係
性
強
化
に
向
け
た
取
組

み
を

２
．子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
伴
う
保
育
園
定
員
の
見
直

し
を
考
え
て
は

３
．各
地
区
が
管
理
を
行
っ
て
い
る
防
犯
灯
の
維
持
管
理
と

新
設
基
準
の
設
置
と
電
気
代
補
助
金
の
新
設
を

村む
ら

田た 

俊と
し

広ひ
ろ

議
員

１
．平
和
へ
の
取
り
組
み

２
．村
内
道
路
の
状
況

３
．外
国
人
差
別
を
許
さ
な
い
行
政

４
．健
康
保
険
証

５
．部
活
の
地
域
移
行
の
現
状

松ま
つ

下し
た 

浩ひ
ろ

史し

議
員

１
．指
定
管
理
者
制
度

２
．高
校
生
支
援

小こ

松ま
つ 

志し

穂ほ

議
員

１
．八
ヶ
岳
美
術
館
の
こ
れ
か
ら

２
．歳
入
を
増
や
す
取
組
み
や
今
後
の
財
政
運
営
方
針

半は
ん

田だ 

　
裕ひ
ろ
し

議
員

１
．子
ど
も
の
放
課
後
支
援
（
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
の

答
弁
に
て
検
討
・
確
認
す
る
と
し
た
内
容
に
つ
い
て
）

２
．入
札
の
方
法
を
見
直
し
、
村
内
経
済
循
環
率
の
向
上
を

３
．公
共
施
設
の
指
定
管
理
の
検
討
は

４
．公
共
施
設
の
複
合
化

佐さ

宗そ
う 

利り

江え

議
員

１
．獣
害
対
策

２
．増
加
す
る
外
国
人
労
働
者
へ
の
対
応

３
．ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
保
育
料
の
減
免
措
置

４
．企
業
に
対
す
る
所
在
地
移
転
の
啓
発

５
．都
市
計
画

・
一
般
質
問
は
、
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
、
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目
に
つ
き
２
回
ま
で
再
質
問
が�

で
き
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
Ｈ
Ｐ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

９月
定例会

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関
に
対
し

て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
へ
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
点
を

た
だ
し
、
報
告
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
課
題
へ
の
提
言
や

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
色
付
き
の
項
目
は
本
誌
面
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
他（
黒
字
）項
目
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

ユーチューブ
動画配信
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一 般 質 問

森山 岩光 議員

問　
全
国
的
に
コ
メ
増
産

の
動
き
が
顕
著
だ
。
本
村

の
２
０
２
５
年
産
米
の
作

付
け
面
積
、
畑
地
か
ら
水

田
に
切
り
替
え
た
作
付
面

積
は
。

農
林
課
長　
２
０
２
５
年

産
米
の
作
付
面
積
は
３
６

１
ha
で
前
年
対
比
12 

ha

の
増
加
、
畑
地
か
ら
水
田

に
切
り
替
え
た
転
作
面
積

は
12 

ha
で
対
象
戸
数
は

29
戸
。

問　
コ
メ
増
産
に
向
け
て

生
産
調
整
を
行
わ
ず
農
家

個
々
の
判
断
に
委
ね
る
方

針
を
示
す
自
治
体
も
あ
る
。

コ
メ
増
産
に
向
け
た
今
後

の
取
り
組
み
、
課
題
は
。

村
長　
原
村
・
諏
訪
地
域

で
は
、
諏
訪
地
域
内
で
の

調
整
で
目
安
値
を
達
成
で

き
て
お
り
、
今
ま
で
の
取

り
組
み
を
継
続
し
な
が
ら

国
策
を
注
視
し
て
い
く
。

問　
第
４
分
団
第
２
機
関

（
中
新
田
）は
統
廃
合
さ
れ
、

火
の
見
や
ぐ
ら
の
利
用
頻

度
は
非
常
に
低
い
と
認
識

す
る
。
老
朽
化
も
進
み
、

周
辺
は
住
宅
地
も
多
く
自

然
災
害
等
で
倒
壊
の
場
合
、

二
次
災
害
も
想
定
さ
れ
る
。

撤
去
等
を
含
む
改
善
・
整

備
に
つ
い
て
見
解
は
。

消
防
室
長　
地
元
区
か
ら

も
撤
去
の
要
望
が
あ
る
。

来
年
度
以
降
に
屯
所
建
物
、

火
の
見
や
ぐ
ら
含
め
、
撤

去
の
方
向
で
検
討
し
て
い

る
。

農業振興

施設整備

■問
コ
メ
増
産
対
策
と
課
題
は

■答
実
態
把
握
と
生
産
意
向
調
査

■問火の見やぐら撤去の考えは
■答来年度以降、撤去の予定

課
題
は
、
コ
メ
・
資
材
価

格
の
変
動
、
担
い
手
不
足
、

気
候
変
動
に
よ
る
品
質
リ

ス
ク
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今

後
、
実
態
把
握
と
生
産
意

向
の
調
査
、
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
へ
の
検
討
が
必

要
。

動画はこちら

芳澤 清人 議員

問　
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
は
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
推
進
の
た
め
の
総
合

実
施
計
画
で
あ
る
が
ど
の

よ
う
に
住
民
に
周
知
し
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

村
長　
本
年
３
月
に
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
紡

ぐ
美
し
い
村
に
向
け
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し
た
。

今
年
度
か
ら
具
体
的
な
行

動
や
実
践
を
行
っ
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
検
証
や
見
直

し
が
必
要
と
な
る
。
美
し

く
魅
力
的
な
村
へ
の
手
段

の
一
つ
と
し
て
地
球
温
暖

化
対
策
を
進
め
て
い
く
。

問　
住
民
が
具
体
的
に
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け

省
エ
ネ
行
動
等
を
実
践
し

た
場
合
そ
の
評
価
と
し
て

ポ
イ
ン
ト
制
導
入
の
検
討

を
し
て
は
ど
う
か
。

建
設
水
道
課
長　
環
境
に

配
慮
し
た
行
動
の
後
押
し

問　
鹿
の
食
害
、
マ
ル
チ

内
の
踏
み
込
み
は
農
業
経

営
上
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

鹿
の
侵
入
対
策
、
防
護
柵

の
設
置
等
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

農
林
課
長　
個
人
に
対
し

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
の
資

材
を
補
助
し
て
い
た
が
今

後
村
が
関
わ
り
柵
の
設
置

等
を
検
討
し
て
い
く
。

国
・
県
の
補
助
事
業
の
関

係
か
ら
県
と
連
絡
、
防
護

柵
の
導
入
手
法
に
つ
き
話

を
し
て
お
り
確
認
を
取
っ

て
い
る
。
今
後
設
置
、
維

持
管
理
を
含
め
地
元
と
協

議
を
進
め
て
行
き
た
い
。

温暖化策

鳥獣対策

■問
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
と
は

■答
魅
力
的
な
村
へ
の
手
段

■問鹿の侵入対策をどう考える
■答県と連絡し導入手法を検討

と
地
域
経
済
の
活
性
化
に

も
期
待
で
き
る
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
る
。
先

行
事
例
の
検
証
や
関
係
機

関
の
情
報
共
有
、
意
見
交

換
を
進
め
協
力
い
た
だ
け

る
事
業
者
、
商
工
会
な
ど

協
議
を
図
り
判
断
し
た
い
。

動画はこちら
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一 般 質 問

中村 浩平 議員

問　
医
療
費
特
別
給
付
金
、

老
人
区
分
者
の
み
健
康
保

険
の
負
担
割
合
に
応
じ
て

３
分
の
１
や
２
分
の
１
に

減
額
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
、
他
の
区
分
者
は

減
額
さ
れ
ず
に
全
額
が
支

給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

差
別
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　
指
摘
は

理
解
す
る
が
、
１
０
０
％

の
自
主
財
源
で
あ
り
、
こ

の
制
度
を
残
す
こ
と
に
主

眼
を
置
い
た
時
、
こ
れ
し

か
選
択
の
余
地
は
な
か
っ
た
。

問　
子
ど
も
区
分
者
は
窓

口
で
医
療
費
を
支
払
う
必

要
が
な
い
。
要
は
自
動
で

給
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
が
老
人
区
分

者
は
毎
回
申
請
書
を
作
成

し
て
役
場
に
持
っ
て
行
か

な
い
と
給
付
金
が
受
け
ら

れ
な
い
。
移
動
が
困
難
な

老
人
区
分
者
こ
そ
窓
口
無

料
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問　
村
内
で
は
各
地
区
の

農
業
基
盤
整
備
事
業
が
完

了
し
、
ズ
ー
ム
ラ
イ
ン
や

エ
コ
ー
ラ
イ
ン
も
県
か
ら

移
管
を
受
け
た
。
こ
れ
ら

に
よ
り
過
去
に
比
べ
村
道

の
面
積
が
膨
大
に
増
え
た
。

と
こ
ろ
が「
土
木
費
」の
決

算
額
を
約
35
年
前
の
平
成

元
年
と
比
較
す
る
と
、
わ

ず
か
に
１
・
１
倍
し
か
増

え
て
い
な
い
。
道
路
や
河

川
の
維
持
管
理
を
怠
っ
て

き
た
の
は
明
白
で
あ
る
が
。

建
設
水
道
課
長　
35
年
前

は
道
路
新
設
改
良
の
工
事

が
多
か
っ
た
た
め
。
維
持

管
理
は
実
施
し
て
い
る
。

福　祉

予　算

■問
給
付
金
制
度
に
差
別
が
あ
る

■答
制
度
の
維
持
に
必
要
な
措
置

■問予算案の作り方に問題あり
■答頂いた税金を効率的に使う

保
健
福
祉
課
長　
子
ど
も

区
分
者
は
県
の
主
導
の
も

と
に
窓
口
無
料
の
仕
組
み

が
構
築
さ
れ
た
。
し
か
し

老
人
区
分
者
に
つ
い
て
は

村
独
自
の
制
度
で
あ
る
た

め
、
研
究
が
必
要
と
な
る
。

動画はこちら

百瀨 嘉德 議員

問　
県
道
払
沢
茅
野
線
と

改
良
済
み
の
村
道
（
払
沢

パ
パ
ゲ
ー
ノ
～
柏
木
悠
生

寮
間
）
を
付
け
替
え
る
と

聞
い
た
。
県
道
か
ら
村
道

移
管
さ
れ
る
未
改
良
・
未

改
修
部
分
の
管
理
は
ど
う

な
る
か
。

村
長　
村
道
に
な
る
の
で

村
の
管
理
に
な
る
。

建
設
水
道
課
長　
移
管
さ

れ
る
前
に
未
改
修
部
分
で

出
来
る
も
の
は
、
県
で
実

施
す
る
よ
う
協
議
し
た
い
。

問　
新
県
道
に
な
る
歩
道

に
村
で
設
置
し
た
、
街
灯

は
ど
う
管
理
す
る
の
か
。

建
設
水
道
課
長　
街
灯
に

は
道
路
施
設
と
し
て
の
照

明
と
防
犯
施
設
と
し
て
の

照
明
が
あ
る
。
道
路
施
設

で
は
県
が
、
防
犯
施
設
で

は
村
が
管
理
す
る
。
詳
細

は
県
と
確
認
し
た
い
。

問　
原
山
地
区
の
山
林
に

住
宅
建
設
が
進
み
、
ス
プ

ロ
ー
ル
化（
虫
食
い
開
発
）

が
懸
念
さ
れ
る
。
行
政
と

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
開

発
を
回
避
す
べ
き
で
は
。

村
長　
第
６
次
原
村
総
合

計
画
に
あ
る
、
居
住
エ
リ

ア
を
リ
ビ
ン
グ
ゾ
ー
ン

（
南
原
・
判
の
木
地
区
）へ

の
誘
致
政
策
を
進
め
た
い
。

建
設
水
道
課
長　
原
山
地

区
は
主
に
グ
リ
ー
ン
リ

ゾ
ー
ト
ゾ
ー
ン
、（
保
健

休
養
地
）
の
た
め
環
境
保

全
条
例
の
見
直
し
等
で
対

応
し
た
い
。

道　路

開　発

■問
県
道
と
村
道
の
付
け
替
え

■答
村
移
管
前
に
補
修
要
望
す
る

■問山林への住宅建設
■答リビングゾーンへ誘致

問　
新
県
道
に
な
る
（
悠

生
寮
～
阿
久
信
号
間
）
に

歩
道
の
設
置
は
出
来
る
か
。

建
設
水
道
課
長　
県
道
と

村
道
の
付
け
替
え
後
、
地

元
の
要
望
が
あ
れ
ば
県
に

工
事
を
要
望
す
る
。

動画はこちら
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一 般 質 問

問　
被
ば
く
者
、
戦
争
体

験
者
が
高
齢
と
な
り
平
和

を
訴
え
る
心
を
引
き
継
ぐ

こ
と
が
急
務
に
な
っ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
が
平
和

の
尊
さ
と
個
人
の
行
動
の

重
要
性
を
学
ぶ
こ
と
が
重

要
。
平
和
教
育
の
推
進
に

む
け
て
現
状
は
ど
う
か
。

教
育
長　
学
習
指
導
要
領

に
も
と
づ
き
、
社
会
科
や

道
徳
、
特
別
活
動
や
総
合

的
な
学
習
に
お
い
て
平
和

教
育
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

問　
核
兵
器
禁
止
条
約
に

日
本
政
府
の
速
や
か
に
参

加
が
求
め
ら
れ
て
い
る
世

界
情
勢
。
村
内
の
世
論
喚

起
も
必
要
。
広
島
を
修
学

旅
行
先
に
と
か
、
原
爆
の

日
に
代
表
派
遣
を
す
る
な

ど
、
具
体
化
は
。

教
育
長　
村
は
戦
後
80
年

と
し
て
４
つ
具
体
的
に
実

施
、
予
定
し
て
い
る
。
①

問　
治
安
や
経
済
状
況
の

悪
化
を
外
国
人
の
せ
い
に

す
る
根
拠
の
な
い
言
説
が

見
ら
れ
る
。
差
別
を
許
さ

な
い
行
政
宣
言
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

村
長　
原
村
人
権
尊
重
に

関
す
る
条
例
の
１
条
で
姿

勢
を
示
し
て
い
る
。

問　
庁
内
な
ど
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

生
涯
学
習
課
長　
研
修
、

講
座
を
開
催
し
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
関
す
る
偏
見
や
差

別
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
推
進
し
た
い
。

平和推進

人権擁護

■問
平
和
の
思
い
を
引
継
ぐ
に
は

■答
戦
後
80
年
の
取
組
を
予
定

■問外国人差別を許さない行政を
■答啓発、研修を推進する

７
月
、
役
場
ロ
ビ
ー
で
青

い
目
の
人
形
を
展
示
、
そ

の
後
中
学
校
に
巡
回
②
図

書
館
に
お
い
て
映
画
の
上

映
③
文
化
祭
に
合
わ
せ
て

戦
争
に
ま
つ
わ
る
展
示
予

定
④
青
い
空
の
会
の
朗
読

劇
を
中
学
で
実
施
。

村田 俊広 議員

動画はこちら

宮坂 早苗 議員 防犯灯

問　
ふ
る
さ
と
住
民
登
録

者
制
度
と
連
携
し
、
ふ
る

さ
と
納
税
寄
付
者
と
の
関

係
性
強
化
の
取
組
み
を
。

村
長　
継
続
的
に
つ
な
が

る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
存
在
は
、

地
域
交
流
や
観
光
を
は
じ

め
と
し
た
地
域
活
性
化
と

関
係
人
口
の
拡
大
な
ど
、

中
長
期
的
な
地
域
振
興
に

不
可
欠
。
地
域
特
性
に
応

じ
た
取
組
み
を
進
め
る
。

問　
関
係
性
強
化
に
向
け

て
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

充
実
を
。

企
画
財
政
課
長　
住
民
と

の
交
流
を
通
じ
て
実
情
を

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
、

単
な
る
観
光
だ
け
で
な
く
、

一
緒
に
地
域
を
つ
く
る
関

係
性
に
も
繋
が
る
と
考
え

る
。
現
在
、
返
礼
品
や
情

報
発
進
を
提
案
し
て
い
た

だ
く
中
間
事
業
者
の
選
定

を
進
め
て
い
る
。

問　
設
置
は
、
区
・
自
治

会
の
要
望
に
よ
り
補
助
金

支
給
が
あ
り
、
維
持
管
理

と
電
気
代
は
、
区
・
自
治

会
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

設
置
が
必
要
な
箇
所
数
に

よ
っ
て
、
負
担
は
異
な
る
。

住
民
は
、
原
村
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
き

協
力
を
し
て
い
る
。
設

置
・
維
持
管
理
に
協
力
は

必
要
だ
が
、
電
気
代
を
支

払
う
必
要
性
は
あ
る
か
。

横
浜
市
と
長
野
市
参
考
を
。

総
務
課
長　
設
置
後
の
維

持
管
理
や
電
気
代
は
、
区

の
負
担
を
基
本
、
交
付
金

対
象
の
時
に
は
補
助
す
る
。

関係人口

■問
寄
付
者
と
の
関
係
性
強
化
を

■答
地
域
振
興
に
不
可
欠
と
認
識

■問電気代補助金の新設を
■答交付金対象の時には補助

問　
地
域
課
題
の
お
手
伝

い
と
し
て
地
域
通
貨
の
返

礼
を
考
え
て
は
。

企
画
財
政
課
長　
地
域
経

済
活
性
化
の
仕
組
み
と
し

て
、
現
地
決
済
型
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
導
入
を
行
う
。

動画はこちら
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一 般 質 問

松下 浩史 議員

問　
本
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
高
校
生
応
援
事
業
だ
が
、

ひ
と
り
１
万
円
の
支
給
は

施
策
と
し
て
ベ
ス
ト
な
の

か
。
年
間
２
０
０
万
円
の

予
算
が
あ
れ
ば
、
別
な
形

で
の
応
援
が
で
き
る
と
思

う
が
。
例
え
ば
、
２
０
０

万
円
の
予
算
で
自
由
に
や

り
た
い
こ
と
を
し
て
い
い

よ
と
い
う
よ
う
な
施
策
は

で
き
な
か
っ
た
か
。
お
金

を
支
給
す
る
よ
り
、
村
を

離
れ
た
と
し
て
も
大
き
な

思
い
出
と
な
り
、
他
に
類

を
見
な
い
施
策
に
な
る
と

思
う
が
。

子
ど
も
課
長　
現
時
点
で

の
執
行
性
、
即
効
性
、
事

務
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
し
た
。

教
育
長　

提
案
の
件
は

色
々
と
考
え
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。
高
校
生
で
は
な
く

中
学
生
で
や
っ
た
ら
ど
う

か
な
と
い
う
思
い
は
あ
る
。

問　
現
在
、
社
会
体
育
館

は
係
長
ほ
か
１
名
の
職
員

で
管
理
し
て
い
る
が
、
役

場
の
人
的
リ
ソ
ー
ス
の
有

効
活
用
と
い
う
点
で
、

も
っ
た
い
な
く
感
じ
る
。

指
定
管
理
制
度
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
。

村
長　
指
定
管
理
制
度
の

導
入
は
一
律
拡
大
で
は
な

く
、
施
設
ご
と
の
適
合
性

を
精
査
し
、
段
階
的
に
判

断
し
て
い
き
た
い
。
そ
の

中
で
、
社
会
体
育
館
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
運
営

効
率
化
の
余
地
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
有
力
な

検
討
対
象
と
考
え
て
い
る
。

高校生

体育館

■問
こ
れ
が
ベ
ス
ト
な
施
策
か

■答
話
す
機
会
を
設
け
る
意
図
が

■問指定管理制度の導入は
■答有力な検討対象

　
た
だ
、
今
回
は
、
お
金

を
支
給
す
る
と
い
う
面
は

あ
る
が
、
一
人
一
人
と
、

支
給
の
際
に
、
高
校
で
の

様
子
な
ど
の
話
を
し
た
い

と
い
う
部
分
が
あ
る
。
私

も
可
能
な
限
り
一
緒
に
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

動画はこちら

動画はこちら

小松 志穂 議員 財政運営

問　
あ
り
方
検
討
委
員
会

は
ど
の
よ
う
な
委
員
会
か
。

生
涯
学
習
課
長　
住
民
公

募
を
含
む
委
員
15
名
で
、

任
期
は
１
年
以
内
。

問　
修
繕
の
延
期
は
財
政

上
の
理
由
と
し
て
い
る
が
、

今
後
の
あ
り
方
検
討
に
も

財
政
的
な
制
約
が
つ
く
か
。

生
涯
学
習
課
長　
こ
の
額

ま
で
し
か
出
せ
な
い
と
い

う
目
安
は
な
い
。
検
討
に

は
財
政
担
当
者
も
入
る
。

問　
今
後
の
あ
り
方
の
選

択
肢
を
ど
う
考
え
る
か
。

生
涯
学
習
課
長　
広
く
検

討
す
る
が
、
建
物
の
存

続
・
活
用
を
軸
と
し
た
い
。

問　
指
定
管
理
者
で
あ
る

原
村
振
興
公
社
の
公
益
目

的
財
産
額
が
、
あ
り
方
検

討
の
制
約
に
な
る
の
で
は
。

問　
ふ
る
さ
と
寄
附
金
額

が
か
な
り
少
な
い
。
企
業

版
寄
附
金
の
目
標
額
は
。

企
画
財
政
課
長　
実
績
か

ら
年
間
３
百
万
円
が
目
安
。

提
案　
事
業
設
定
し
て
寄

附
金
を
集
め
る
事
例
も
多

い
。
美
術
館
修
繕
等
で
も

可
能
で
は
。
検
討
を
。

問　
教
育
施
設
応
援
寄
附

の
５
％
の
活
用
は
、
そ
の

目
的
か
ら
も
教
育
委
員
会

が
裁
量
を
持
つ
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
課
長　
企
画
財

政
課
が
決
め
る
。

美術館

■問
あ
り
方
検
討
の
方
向
性
は

■答
建
物
の
存
続
・
活
用
を
軸
に

■問企業からの寄附獲得を
■答過度な依存は避ける

生
涯
学
習
課
長　
事
実
上

の
制
約
が
あ
る
の
は
確
か

だ
が
、
制
約
は
永
続
す
る

も
の
で
は
な
い
た
め
、
文

化
的
価
値
と
財
政
的
持
続

性
の
両
立
を
観
点
に
し
た

検
討
は
可
能
と
考
え
る
。
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一 般 質 問

佐宗 利江 議員 獣害対策

問　
二
拠
点
居
住
者
な
ど

へ
、
本
社
所
在
地
の
移
転

を
啓
発
す
る
事
で
税
収
増

加
へ
繋
げ
ら
れ
る
の
で
は
。

村
長　
税
収
確
保
や
地
域

経
済
の
活
性
化
の
観
点
か

ら
も
大
変
意
義
が
あ
る
。

取
組
に
は
、
対
象
と
な
る

住
民
の
方
の
把
握
や
業
種
、

移
転
先
の
確
保
な
ど
慎
重

な
検
討
が
必
要
だ
。
有
効

な
手
段
が
あ
れ
ば
他
自
治

体
の
事
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
た
い
。
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
制

度
活
用
に
よ
る
地
域
貢
献

の
呼
び
か
け
な
ど
実
効
性

の
あ
る
方
策
も
検
討
し
た

い
。

問　
一
定
期
間
の
減
免
措

置
等
は
よ
く
あ
る
有
効
な

手
段
の
様
だ
。
税
収
が
下

が
る
こ
と
に
な
る
の
で
検

討
の
必
要
は
あ
る
。

商
工
観
光
課
長　
企
業
移

転
の
後
押
し
や
税
収
増
に

問　
中
新
田
に
お
け
る
鹿

の
セ
ロ
リ
へ
の
食
害
が
深

刻
化
し
て
い
る
。
今
年
度

は
特
に
ひ
ど
い
と
の
こ
と

で
電
気
柵
が
一
番
有
効
で

あ
る
と
考
え
る
。
何
ら
か

の
対
策
を
取
ら
な
い
訳
に

は
い
か
な
い
と
い
う
現
状

で
あ
る
が
。

農
林
課
長　
柵
で
確
実
に

遮
断
で
き
る
か
ど
う
か
の

保
証
が
無
い
。
生
活
者
も

お
り
、
景
観
が
問
題
だ
。

効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、

濃
い
所
か
ら
徐
々
に
意
見

を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

商工振興

■問
村
内
へ
の
本
社
移
転
の
推
進

■答
大
変
意
義
が
あ
る

■問電気柵が有効では
■答徐々に進める

つ
な
が
る
効
果
が
あ
れ
ば

導
入
を
検
討
し
た
い
。
た

だ
、
移
転
先
の
区
域
や
業

種
、
投
資
規
模
、
雇
用
創

出
な
ど
の
要
件
設
定
な
ど

慎
重
な
検
討
が
必
要
に
な

る
。

動画はこちら

半田 裕 議員 子ども

問　
子
ど
も
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
は
子
ど
も
に
関

わ
る
専
門
性
が
高
い
分
野
。

継
続
し
て
関
わ
る
こ
と
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
委
託

の
可
能
性
は
。

子
ど
も
課
長　
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
の
活
用
が
期
待
で
き
る

一
方
、
費
用
が
増
加
す
る

可
能
も
あ
る
た
め
、
財
政

的
な
持
続
可
能
性
が
課
題
。

メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
が

拮
抗
し
て
い
る
状
況
。
令

和
７
年
度
内
も
目
処
に
方

向
性
を
整
理
し
、
導
入
を

す
る
の
で
あ
れ
ば
令
和
９

年
度
以
降
と
な
る
。

問　
そ
の
他
の
公
共
施
設

へ
の
導
入
も
検
討
さ
れ
て

い
る
か
、
可
能
性
を
10
段

階
で
。

生
涯
学
習
課
長　
社
会
体

育
館
は
諏
訪
地
域
で
も
同

様
の
事
例
も
あ
る
こ
と
か

問　
学
校
の
放
課
後
の
校

庭
利
用
に
つ
い
て
ど
う
考

え
る
か
の
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
検
討
の
経
過
は
。

子
ど
も
課
長　
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
委
員
会
を
年

内
に
開
催
し
、
実
施
を
検

討
す
る
。

問　
は
ら
っ
ぱ
の
迎
え
待

ち
以
外
の
利
用
の
拡
大
に

つ
い
て
は
ど
こ
が
議
論
し

決
定
す
る
か
。

子
ど
も
課
長　
放
課
後
子

ど
も
プ
ラ
ン
委
員
会
に
て

議
論
し
、
結
果
を
踏
ま
え

教
育
委
員
会
で
決
め
る
。

施　設

■問
は
ら
っ
ぱ
の
指
定
管
理
を

■答
導
入
の
可
能
性
は
半
々

■問校庭利用のアンケートは
■答年内に案内

動画はこちら

ら
６
。
中
央
公
民
館
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

検
討
を
優
先
し
４
。
図
書

館
は
他
自
治
体
で
も
専
門

職
の
確
保
の
課
題
等
も
あ

り
、
運
営
に
苦
慮
し
て
い

る
事
例
も
多
い
こ
と
か
ら

３
。
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令
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）
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20日
 発

行
163

議
会
だ
よ
り
は
ら

議会の傍聴にお出かけください
次回定例会
開会予定は 11月28日（金）です

・�役場２階総務課前で受付後、傍聴席にお入りください。
・�会期中は本会議のほか、委員会の傍聴もできます。

問 議会事務局　☎79-7951（直通）

議会だよりへのご意見をお寄せください
よりよい議会だよりづくりのために、
皆さんのご意見を聞かせてください。

こちらから▶

議会広報広聴常任委員会
委 員 長　松下　浩史
副委員長　村田　俊広

委　　員　中村　浩平
委　　員　宮坂　早苗
委　　員　小松　志穂

宮
坂
　
長
野
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
金

賞
受
賞
と
、
東
海
大
会
へ
の
出
場
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

百
瀬
さ
ん
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

県
大
会
出
場
が
決
ま
っ
て
か
ら「
す
ご

い
ね
」「
が
ん
ば
っ
た
ね
」と
、
校
内
で

も
校
外
で
も
多
く
の
方
か
ら
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

澁
澤
さ
ん
　
先
日
の
よ
い
し
ょ
ま
つ
り

で
は
沢
山
の
方
が
聴
き
に
来
て
く
れ
て
、

地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
と

応
援
さ
れ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

中
村
　
現
在
活
動
す
る
中
で
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。

百
瀬
さ
ん
　
練
習
で
使
う
メ
ト
ロ
ノ
ー

ム
で
正
確
に
動
か
な
い
も
の
が
あ
っ
て
、

数
が
不
足
し
て
い
る
状
態
で
す
。

澁
澤
さ
ん
　
原
中
は
生
徒
数
に
対
し
て

楽
器
が
多
い
方
だ
と
は
聞
い
て
い
ま
す

が
、
中
に
は
錆
び
て
し
ま
っ
た
り
壊
れ

て
使
え
な
い
楽
器
が
あ
り
ま
す
。

宮
坂
　
部
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
林
さ
ん
　
学
年
に
関
係
な
く
皆
の
仲

が
と
て
も
良
く
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
雰

囲
気
で
す
。

中
野
さ
ん
　
み
ん
な
が
協
力
し
あ
っ
て

一
致
団
結
し
て
い
ま
す
。
こ
の
メ
ン

バ
ー
で
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
に
立
て
た
こ

と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

中
村
　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、

ど
う
思
い
ま
す
か
。

百
瀬
さ
ん
　
ク
ラ
ブ
で
楽
器
を
練
習
す

る
場
は
あ
っ
た
と
し
て
も
「
み
ん
な
で

目
標
に
向
か
う
」
と
い
う
の
は
部
活
よ

り
は
薄
れ
て
し
ま
う
気
が
し
ま
す
。

小
林
さ
ん
　
現
在
「
吹
奏
楽
部
」
と
い

う
と
て
も
良
い
ま
と
ま
り
が
あ
っ
て
、

そ
れ
が
し
っ
く
り
馴
染
ん
で
い
ま
す
。

地
域
移
行
に
よ
っ
て
そ
れ
が
変
わ
る
と

し
た
ら
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。

中
野
さ
ん
　
今
後
た
と
え
ば
富
士
見
の

生
徒
と
一
緒
に
活
動
す
る
機
会
が
あ
れ

ば
、
そ
れ
も
楽
し
み
な
気
が
し
ま
す
。

県へ、東海へ。地域に見守られながら

議員が訪ねてお話を伺いました

原中学校 吹奏楽部

てせ

かき

中野こはるさん(１年)　澁澤煌大さん(２年)

中村浩平議員　　　　宮坂早苗議員

　小林厚貴さん(３年)　百瀬公紀さん(３年)

地域の催し「さくらの祭」で演奏（９月６日）


